会議の概要
	会議の名称
	令和６年度　第２回　津島市子ども・子育て会議

	開催日時
	令和６年８月21日（水）　午前10時00分から

	開催場所
	津島市生涯学習センター　第６会議室

	議題
	１　開会
２　議事
（１）第３期津島市子ども子育て支援事業計画素案について
（２）第２期津島市子ども条例推進計画の進捗状況について
（３）推進すべき子育て施策について（グループ討議）
（４）その他
３　閉会

	会議資料
	（事前配布資料）
・第２期津島市子ども条例推進計画の進捗状況（資料１－１）
・新たに実施している取組事業及び今後新たに実施する取組事業（資料１－２）
・児童を対象としたアンケート等について（資料１－３）
（当日配布資料）
・次第
・委員名簿
・出席者配席図
・第３期津島市子ども子育て支援事業計画【素案】（資料２）

	公開・非公開の別
	公開

	傍聴人の数

（公開した場合）
	１人

	出席委員
（敬称略）
	渡辺　　桜　　渡辺　雅樹　　濱島　達代　　宇治谷祐司
猪飼　真里　　岡本　厚子　　山田　雄司　　花野　美和
星野　武史　　神野美智子　　佐藤　容子　　田中　和夫
平賀　美紅　　横山亜矢子　　澤村　知伸

	欠席委員
（敬称略）
	桑山　久恵　　浅井　純子　　伊藤　雅道


議事内容
	１　開会
	・開会
・資料確認

	２　議題
	（１）第３期津島市子ども子育て支援事業計画素案について

	事務局
	　資料２に沿って内容説明　

	委　員
	この計画素案は、データでもいただけるか。
これだけの資料を目を通すのは大変で、文字検索など色々と調べたいと思っている。

	事務局
	ＰＤＦデータであれば、物理的にはできると思うので、検討し、またお送りさせていただければと考えている。

	
	（２）第２期津島市子ども条例推進計画の進捗状況について

	事務局
	　資料１－１、１－２、１－３に沿って内容説明　

	
	（質問・意見等なし）

	会　長
	委員の皆さんからご意見もあるかと思うが、次の議題３のグループディスカッションの中で共有していただければと思う。

	
	（３）推進すべき子育て施策について（グループ討議）

	事務局
	　グループ討議の進め方について説明　

	委　員
	（約30分間のグループ討議）

	
	　各グループの発表　

	グループ１
	・資料１-１の１ページの一番下に「⑦ふくししくん広場の拡充」について、施設の利用が月１回となっているが、非常に充実した施設があるので、開催が月１回というのは非常にもったいないのではないか。そこに保育士や保健師がいて、相談等もしやすい状況を作るなど、ふくししくん広場をもっと使っていったらどうか。
・資料１-１の１ページ「③放課後児童クラブの充実」について、令和６年度実施計画と令和７年度実施計画が同様の記載がされている。今は条例の移行措置期間であり待機児童がいないが、令和７年度から条例が完全に適用されることで待機児童が出てくる可能性がある。第３期の事業計画に入所児童の記載はあるが、待機児童の記載がないので数字が分かるように資料に載せてのほしい。
・資料１-１の１ページ「①中央児童館の活用」について、児童館を拡充してほしいという意見が出た。あるにはあるが、小さなこどもたちが自転車で行けるような距離で、親も安心して遊ばせることができるところができると素晴らしい。そこを通して、地域のこどもたちと、保護者同士の交流できる場をつくっていけるといいのでは。
・市民病院について、こどもを増やすことを目指している中で、婦人科や小児科が上手くできていないと見受けられるので、何とかしてもらいたい。
・多文化共生について、小学校でも色々な言語を使うこどもたちが増えており、小学校の授業についていけない子たちに対して各学校ごとで対応していただいている状況になっている。結局何が問題かというと、「多言語化」というところである。１校のところで特定の言語を使えるようにするというような形ではフォローがしきれなくなっているので、できれば市の教育委員会等でフォローできるサブの先生として、英語教室の方や、こちらにお住いの外国人の方とご結婚された方である程度言葉も分かるような方をうまく活用していけるといいのではないか。
・資料１-１の14ページ「①つしま子ども会議の開催」について、色々こども会議が実践されていると思うが、どれだけこどもたちが立てた計画に対して、市が議会に予算をつけて何か施行したのかを知りたい。
・こちらの計画書（資料１-１）の全項目に担当課の記載があるが、全て市長公室の真下にある課は担当しておらず、子育て支援や社会教育などそれぞれの課になっている。市長があれだけ「子育てＮｏ．１」と言っておきながら、実際に子どものことに関わることは全部他の課に任せてしまっているという状況はいかがなものか。各課にお任せして、各課の方が一生懸命頑張ってということになっていると思うので、しっかりと子育て支援というものを考えていただきたい。

	グループ２
	・話し合いの中で、大きく４つのポイントが出た。
・１点目は、資料１-１の３ページ「①異年齢世代交流の機会の提供」で、コロナ禍もあって中止されていた国が推進している「架け橋プロジェクト」が再スタートしているが、特に小学１年生のつまずきが多いという話をよくきく。市の教育委員会、保育所、幼稚園、小学校、津島市が一体となって、プロジェクトを推進できるように配慮していただきたい。
また、保育所から学校に個々の資料を申し送りをしているが、十分に活用されていない点も現にある。保育所の卒園に向けて必要な取組ができるように、学校側からの依頼があれば、例えば遊びの中で平仮名や、簡単な数字などを教えていけるのではないかということで、現状、保育所で過ごした子と、幼稚園に通っていた子では、学習能力に差があるというところで、その差を埋めるような取組が必要ではないか。
現在、津島市としてもどのように取り組めるのか検討中と聞いている。
・２点目は、委員の方が「子育て世帯への無償での家庭訪問」でお聞きすることとしまして、家事や育児の手伝いをする中で、親子関係の様子が見られるが、親が子育てを十分せずに、スマートフォンを見たり、虐待ギリギリの様子が見られる、また、いわゆるヤングケアラーの家庭も見られるということで、親子に寄り添う体制の構築が求められているのではないか。
・３点目は、交通事故関連の防止について、最近テレビ等のニュースであったが、小さいお子さんを乗せていて、チャイルドシート・ジュニアシートが設置されておらず、死亡に至ったというケースがある。
法律で義務付けられているところを超えた部分で、例えばジュニアシートをつけた方がいいといった啓発やサポートを推進していく必要があるのではないか。
・最後に、スマートフォンやＳＮＳの適正利用の活動推進が必要ではないかということで、親もそうだが子どももスマートフォンやゲームに非常に依存してしまい、それによって学習時間が減ったり、睡眠時間が確保できないとかで、リズムが崩れている児童が多くいるかと思う。
スマートフォンは便利な機械なので、これなしで生活するということはもはやできないような状況ではあるが、その中で適切な利用ができるように啓発をしていく必要があるのではないか。

	グループ３
	・資料１－２の学習・生活支援業務についての状況の確認をした。
全般的な部分として、津島市としては色々な施策に手を打っていただいており、施策の数は多いがその中で本当にきちんとした形で動いている部分がどれくらいあるのかというところを整然しなくてはならない。また、本当に必要なものはもっと周知をするべき。
本当に届けたい人に届いているのかどうか、実際にどれだけの人の目に留まっているのか。それがインスタグラムやＬＩＮＥといった情報ツールもあるだろうし、また、市の広報等もあると思うが、そういった中でどれだけの方が目にして、それを「この部分であればここに連絡すれば何とかなるのではないか」という部分についてもうちょっと精査されると良いのではないか。
解決法としては、ＮＰＯの力を借りたり、拠点を増やしたり、例えば市の方から委託するのであればもう少し補助金等を増やして対応出たらよいのではないか。
・施策の効果について、我々の業界からすると、幼保小の連携については、以前に比べれば非常に事細かく、一人のこどもに対しての情報の共有というのは大変進んだ。
公共の施設の連携は進んでいるが、そこに限界があった場合は、民間の情報ツールを増やして子どもたちの成長につなげていったらどうか。
現状は、小学生のお子さんであれば保護者の方は担任の先生、幼稚園・保育所であれば園の先生だが、もっと、例えば生活の中の一つの部分で切り取った場合、「これだったらこの人」ということがしっかりできれば、子育てでつまずいた時に、自分のストレスが直接こどもに行くと虐待等につながるということもあるので、「今、自分がこういうことに困っているんだけれども、じゃあここに連絡してみよう」で話を聞いてもらえて、それで気持ちが落ち着いたというようなことも必要ではないか。
・今のこどもたちの置かれている生活の状況について、我々教育・保育の現場から見ると、学童を含め、子どもたちが家庭外で過ごす１日の時間の割合は、以前に比べると非常に長い。本当に親子での大事な時間が確保できているのかどうか、そして、このアンケートについても、特に就学前の保護者のアンケートは、保護者のニーズであって、本当に子どものニーズとして十分なのかというところもクエスチョンとして挙がっている。
・なかなか情報ツールは、見る人見ない人で限られてくるので、津島市も毎月市の広報に、毎月でもいいので、「これはここに連絡しましょう」というような表を入れてみたらどうか。そうすれば、それが活かされていくのではないか。
・各地域に民生委員もいるので、民生委員の活用という話も出たが、なかなか初対面では話がしにくいので、活用するための連携交流の機会があって、初めて先に進めるのではないか。

	事務局
	皆さん色々なご意見等ありがとうございました。色々なご意見等をいただき、毎度のことながら、改めてこういうことをやっていかなくてはならないというところが分かった。色々なご意見をいただいた中で、関係各課に共有させていただく。
学童について、確かに今年度で条例の経過措置が終了する。定員については規則改正をさせていただき、定員を510名とさせていただいた。
それに対し、保育料も安くなったということもあり、来年度はもしかしたら待機児童が出るのではないかという懸念はある。
計画の方にどのように掲載するのか、数字的な部分になるので、検討させていただき、出来れば待機児童数の掲載をさせていただくかたちを取らせていただきたい。
多文化共生について、確かに最近、ここ数年外国人の方の転入が多い。ご意見いただいた通り、多国籍の方々がみえている。学校もそうだが、保育所・認定こども園等についても、外国人の方の入園がある。その際に、保育士たちも会話が難しいというところがあり、ボディランゲージや、携帯電話を使いながら通訳させていただくということをいろいろきいている。何とかそのあたりも、コミュニティも関わりながらやっていければと考えている。
かけはしプロジェクトについて、津島市でも進めていこうということで検討している。
広報について、どこに行けば相談できるかというところで、ＳＮＳやホームページで周知はしているものの、分からない方はどうしたらよいのか。市の広報にも末尾には法律相談や事業等の一覧があり、相談機関についての一覧もあるので、その辺りの見やすさについても検討していかなければならないと考えている。
貴重なご意見をたくさんいただいたので、活用できる部分は活用させていただき、関係課にも共有させていただき、担当課の方で施策としてやれるのであれば実施していただくということで話を持っていきたい。

	会　長
	外国人の方について、私のゼミ生が、外国人の方が非常に増えていて幼稚園でも対応に苦慮しているということから、卒業研究で「絵表示」が有効になっていて、言語は無限だが、絵で見ると分かる。
特に、お弁当の文化が全然違う。口で説明しても分からないが、絵表示だと分かる。それが生活の一覧や行事の一覧とあると、非常に分かりやすいということで、どこかの市のホームページでも出ているので、津島市がどうされているか分からないが、外国人の方の対応はそれでもいけるのでは思う。
言葉であれば、今はタブレット等で翻訳機能がついているので、本当に言語は無限にあるので、それ（絵表示）の方が早いのではと思った。
広報について、他市では、相談先がたくさん書いてあり、当然固めの言葉で書いてある。
私が子育て支援センターの長を大学の方でやっていた時に、心理相談の件数が増えないとなった時に、チラシを工夫した。それは、堅い文章で書くのではなく、母親たちのこころのつぶやきのような「・・・思ったり、・・・が引っかかったらとりあえず相談をしてみてください、」というようなチラシに変えたところ、相談件数が激増した。
なので、見せ方が大事であると思う。もちろん、広報の決まったフォーマットがあるかもしれないが、図だったり、何かパッと見て分かる工夫をすると一歩踏み出す方が増えるのではと思う。
実際にグループディスカッションをやらせていただくと、私のグループにも子育て中の母親がおられて、その方が本当は活用できるサービスなのに知らなかったということが、意外にたくさんあるということが分かる。
それが非常に重要で、周知の仕方、皆さんに広く、特に生活に困窮している方に届くような周知の仕方は今後検討していく必要があると思う。

	
	（４）その他

	事務局
	・今回の議事録は後日郵送
・次回：第３回子ども・子育て会議は11月頃を予定

	３　閉会
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